
 
 

資料提供（教育庁） 
令和４年 12 月６日 

茨城県立歴史館 企画展３（アーカイブズ展） 
「茨城のみち―写真からみる交通の発達と県民のくらし―」を開催 

 茨城県立歴史館では、企画展３（アーカイブズ展）「茨城のみち―写真からみる交通の発達と県民

のくらし―」を下記のとおり開催いたします。     
 「みち」は人や物資などを運び、地域の発展の一翼を担ってきました。本県においても、陸上・

水上交通を中心に様々な「みち」がその発展を支えてきました。本展では、当館所蔵の「広報広聴

課写真資料」約１万点より厳選した写真資料や県が制作した「県政記録映画」をもとに、昭和 30 年

代以降の交通の発達と県民生活の関わりを紹介します。 
また、県政記録映画が上映されていた当時の雰囲気を再現したミニ映画館、子供向けのポイント

解説や道路標識に関するクイズ、資料の閲覧体験ができる出張閲覧室、小休止できる場所として関

連情報を掲示するちょっと寄り道コーナーなど、関連コーナーも充実しています。 

さらに、「ユニバーサル・ミュージアム」の実現に向けた取組として、立体写真の触察コーナーを

設置し、視覚障がい者の方々も楽しめる写真について紹介します。 

実施内容に関する情報を御提供いたしますので、ぜひ御取材ください。 

記 

１ 会  期  令和４年 12 月 10 日（土）～令和５年１月 29 日（日） 

        ※ 開館時間：９：30～17：00（入館は 16：30 まで） 

 

２ 場  所  茨城県立歴史館 １階展示室（水戸市緑町２－１－15） 

 

３ 展示構成  別紙を御参照ください。 

 

４ そ の 他  御不明な点は、下記までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本資料についてのお問い合わせ先】 
茨城県立歴史館 管理部教育普及課 石綿 
TEL 029-225-4425  E－mail：daihyou＠rekishikan.museum.ibk.ed.jp 



 
 

別紙 

１ 展示構成  

２ 各章の概要 

○ 序 章  広報広聴課写真資料と茨城のみち 

   受入経緯や目録情報データなど、「アーカイブズ資料」としての当該資料の特徴を概説 

○ 第１章  みちをつくる・まもる 

   道の変遷と道路行政（役割、種類、道路事業や計画）の歩みを関連する公文書と絡めて紹介 

○ 第２章  茨城の産業とみち 

   交通の発達と各種産業の近代化の進展を紹介 

※ ミニ映画館 

「なつかし・いばらき―いばらきのなつかしい映像集―」から昭和30〜50年代製作映像を

セレクトして上映 

○ 第３章  県民のくらしとみち 

「みち」のある風景から高度成長と生活変化の諸相を紹介 

○ 終 章  茨城の未知なるみち 

未来の道しるべとして、2050年予想道路図などを紹介 

 

３ 出陳予定資料 

広報広聴課写真資料、映画フィルム類、行政文書、行政刊行物、藤田稔（民俗学者）写真資料、

民俗資料から、写真資料約50点、関連文書約30点程度を予定。 

 
４ 関連イベント 

● 歴史館探検バックヤードツアー 

（日時） 令和４年12月11日（日） 13：30～15：30  

● 「立体写真で学ぼう！さわって学ぶ茨城の『みち』」 

（日時） 令和５年１月21日（土） 10：00～12：00 

（会場） 当館講堂 

（講師） 尾崎大輔氏 

（定員） 30名（事前予約） 

● アーカイブズ展関連講座「県政映画フィルムとその文書」 

（日時） 令和５年１月９日（月・祝） 13：30～16：00 

（担当） 教育普及課首席研究員 石綿孝一郎 

（会場） 当館講堂 

（定員） 30名（事前予約） 

［序 章］ 広報広聴課写真資料と茨城のみち 
［第１章］ みちをつくる・まもる 

［第２章］ 茨城の産業とみち 

［第３章］ 県民のくらしとみち 

［終 章］ 茨城の未知なるみち 

【小休止・季節コーナー】 
・ちょっと寄り道コーナー 
・手でみる茨城のみち（触察コーナー） 
・ミニ映画館 
・出張閲覧室 






